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2はじめに

◼ 第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）において、同時市場における調整力の区分・
必要量については、数値検証等も踏まえた技術的な検討が必要であることから、本作業会にタスクアウトすることと
されたところ。

◼ 今回、第55回本作業会（2023年11月9日）における現行商品区分の必要性等の議論を踏まえ、タスクアウト
項目の一つである「各商品必要量の算定式」に関し、大きく以下2点について検討したため、ご議論いただきたい。

➢ 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

➢ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について



3（参考） 本作業会へのタスクアウト項目

出所）第42回需給調整市場検討小委員会（2023年9月27日）資料4-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html


4（参考） 各商品必要量の算定式に係る論点

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html


5

1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



6

1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



7需給調整市場における調整力必要量の考え方について

◼ 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方を検討する前段として、まずもって現行の需給調整市場における
調整力必要量の考え方について確認を行った。

◼ 現行の需給調整市場においては、調整力で対応すべき事象ごとに一つ以上の商品を用意し、各商品の必要量を
過去の誤差実績や応動実績から算出する考え方となっており、詳細は下表のとおり。

対応する事象 需給調整市場の商品区分 需給調整市場における必要量の考え方（算定式）

時間内変動
（極短周期成分）

一次（GF） 「残余需要元データ ー 元データ10分周期成分」の3σ相当値

時間内変動
（短周期成分）

二次①（LFC） 「元データ10分周期成分 ー 元データ30分周期成分」の3σ相当値

需要予測誤差
二次② (GC以降のEDC)

＋
三次① (GC以降のEDC)

＋
三次②(前日～GCの再エネ)

「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間の差」の3σ相当値
＋

「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間で連続する量の差」の3σ相当値
＋

「前日予測値ー実績値」の3σ相当値ー「GC後予測値ー実績値」の３σ相当値
再エネ予測誤差

電源脱落
（瞬時）

一次
＋

二次①

単機最大ユニット容量の系統容量按分値
＋

単機最大ユニット容量の系統容量按分値

電源脱落
（継続）

三次① 単機最大ユニット容量の系統容量按分値

＜需給調整市場における必要量の考え方（算定式）＞



8（参考） 需給調整市場における調整力必要量

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

出所）第42回需給調整市場検討小委員会（2023年9月27日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html


9需給調整市場と同時市場の違い（考慮事項）

◼ また、同時市場における必要量の考え方を検討するにあたっては、第55回本作業会でご議論いただいたとおり、以下
のような現行の需給調整市場と同時市場の違いを踏まえる必要があると考えられる。

➢ 需給バランス（計画）の基準がBG計画からTSO計画へ変更となる

➢ 一定程度は予備力の確保が必要となる

➢ 需給調整市場とは異なる商品区分となる可能性がある（検討中）

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


10

1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



11同時市場における調整力・予備力必要量に係る検討対象の整理

◼ 第55回本作業会におけるご議論を踏まえると、電源脱落（継続）以外の事象に関しては、同時市場への移行後
も引き続き対応が必要となると考えられるところ。

◼ 上記を踏まえ、電源脱落（継続）以外の事象に対応するための必要量の考え方について、前述の需給調整市場
と同時市場の違いを踏まえつつ、現行の必要量の考え方（算定式）から変更する必要があるかについて検討した。

対応する事象
需給調整市場の
商品区分

需給調整市場における
必要量の考え方（算定式）

同時市場における商品
の必要性

検討対象
No.

時間内変動
（極短周期成分）

一次（GF）
「残余需要元データ ー 元データ10分周期成分」の3σ相

当値（一次）
必要

1
時間内変動

（短周期成分）
二次①（LFC）

「元データ10分周期成分 ー 元データ30分周期成分」の
3σ相当値（二次①）

必要

需要予測誤差

二次②
(GC以降のEDC)

＋
三次①

(GC以降のEDC)
＋

三次②
(前日～GCの再エネ)

「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間の差」の3σ相
当値（二次②）

＋
「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間で連続する量

の差」の3σ相当値（三次①）
＋

「前日予測値ー実績値」の3σ相当値ー「GC後予測値ー
実績値」の３σ相当値（三次②）

必要
（一定程度は予備力

として確保）
2

再エネ予測誤差

電源脱落
（瞬時）

一次
＋

二次①

単機最大ユニット容量の系統容量按分値（一次）
＋

単機最大ユニット容量の系統容量按分値（二次①）

必要
（一部要否検討中）

3

電源脱落
（継続）

三次① 単機最大ユニット容量の系統容量按分値（三次①） 不要 検討不要



12検討対象１：（平常時）時間内変動対応の必要量

◼ 前回までの議論を踏まえると、平常時の時間内変動（GF、LFC）に関しては、同時市場への移行後も引き続き
発生し、また事前に予測することが困難であることから、対応が必要と考えられるところ。

◼ この点、現行の需給調整市場における時間内変動（GF、LFC）に対応する必要量は、サイクリック分とフリンジ分の
成分毎に仕分けたうえで、それぞれ過去の変動量実績をもとに算定することとしており、同時市場移行後も必要量の
考え方については、現行と大きく変更しない（変化要因はない）ものと考えられる。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


13検討対象２：残余需要予測誤差対応の必要量（１／４）

◼ 前回までの議論を踏まえると、GC以降の残余需要誤差は、残余需要予測時点から実需給まで時間的乖離がある
限りにおいて、同時市場への移行後も引き続き発生することから、対応が必要と考えられるところ。

◼ 現行の需給調整市場において、GC以降の残余需要予測誤差に対応するための必要量については、応動の速さが
求められる部分と継続時間の長さが求められる部分に仕分けたうえで、それぞれ過去の残余需要予測誤差実績を
もとに算出することと整理している。

◼ 仮に同時市場への移行後も現行の需給調整市場と同一の商品区分であれば、同時市場への移行後も必要量の
考え方については、現行と大きく変更しない（変化要因はない）ものと考えられる。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


14検討対象２：残余需要予測誤差対応の必要量（２／４）

◼ 他方、第55回本作業会にて、GC以降の残余需要予測誤差に対応する商品については、商品を集約する方向で
検討を進めることと整理しているため、商品集約された場合を前提として必要量の考え方を整理する必要があるか。

◼ この点、GC以降に発生した残余需要予測誤差については、集約後の商品のみで残余需要予測誤差に対応する
必要があることから、必要量の算定式については以下のとおり変更になると考えられるか。

➢ 「GC以降の残余需要予測誤差30分平均値」の3σ相当値

対応する事象 現行の商品区分 現行の必要量算定式 同時市場における必要量算定式

需要予測誤差
二次②

(GC以降のEDC)
＋

三次①
(GC以降のEDC)

「残余需要予測誤差30分平均値のコマ
間の差」の3σ相当値

＋
「残余需要予測誤差30分平均値のコマ
間で連続する量の差」の3σ相当値

「GC以降の残余需要予測誤差30分平均値」
の3σ相当値

再エネ予測誤差

前コマ前々コマ 現コマ

＜凡例＞
・・・残余需要予測誤差

・・・二次②必要量

・・・三次①必要量

前コマ前々コマ 現コマ

＜現行の必要量（イメージ）＞ ＜同時市場における必要量（イメージ）＞



15（参考）二次②、三次①、三次②の商品区分見直しについて

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


16検討対象２：残余需要予測誤差対応の必要量（３／４）

◼ また、同時市場においてはGC以前（前日以降）の需要予測誤差ならびに再エネ予測誤差についても対応が必要
であり、GC以降と同様に両方の誤差を合成した残余需要予測誤差として対応することが整合的と考えられる。

◼ 具体的には、最新の残余需要予測に基づいて、事前に確保した「予備力」を活用しながら、一般送配電事業者が
都度SCUCを実施し、電源態勢を補正していく形になると考えられる。

◼ 上記より、予備力必要量については、予備力がEDC領域の調整力と連続性を持った商品であることを踏まえつつ、
GC以前（前日以降）の残余需要予測誤差対応に必要な量にすべきと考えられるか。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


17（参考） 同時市場における需要予測誤差ならびに再エネ予測誤差対応について（GC以前）

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


18検討対象２：残余需要予測誤差対応の必要量（４／４）

◼ 一方、GC以前（前日以降）の残余需要予測誤差に対応するための事前確保すべき予備力必要量は、SCUCに
より起動可能なユニット（SCUC追加分）がどの程度存在するかに依存すると考えられることから、予備力必要量の
考え方（算定式）としては以下の3案が考えられるか。

案１：SCUC追加分は存在しないとする案
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の全量」

案２：SCUC追加分が一定程度存在するとする案（案１、３の中間案）
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の一部」

案３：SCUC追加分が十分存在するものとする案
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当」

残余
需要
予測

供給力

＜前日＞

残余
需要
予測

供給力

SCUC
追加分

＜前日＞

＜案１＞ ＜案３＞

残余
需要
予測

供給力

＜GC＞

調整力
（EDC）

都度SCUC

前日～GC
残余需要
予測誤差

＜前日＞

調整力
(GF、LFC)

調整力
(GF、LFC)

調整力
(GF、LFC)

予備力
（EDC）

予備力
（SCUC）

予備力
（EDC）

残余
需要
予測

供給力

予備力
（EDC）

SCUC
追加分

＜案２＞
調整力
(GF、LFC)

予備力
（SCUC）

＜予備力必要量案のイメージ＞



19検討対象３：電源脱落（瞬時）対応の必要量

◼ 電源脱落（瞬時）に関しては、同時市場への移行後も引き続き発生し、事前に予測するのが困難であることから、
基本的には対応が必要（一部要否検討中）と考えられるところ。

◼ この点、現行の需給調整市場における電源脱落（瞬時）の必要量は、単機最大ユニット容量の系統容量按分値
を確保することとしており、同時市場への移行後も必要量の考え方については、現行と大きく変更しない（変化要因
はない）ものと考えられる。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


20同時市場における必要量の考え方について（まとめ）

◼ 前述までの議論をまとめると、同時市場における必要量の考え方（算定式）は下表のとおり。

◼ 同時市場における必要量の規模感を把握するにあたり、新たに試算が必要となるのは以下2点と考えられるところ。

（１）「GC以降の残余需要予測誤差30分平均値」の3σ相当値
（GC後の残余需要予測誤差に対応する商品が集約された前提の必要量）

（２）「前日～GCの残余需要予測誤差30分平均値」の3σ相当値
（SCUC追加分が存在しない前提の必要量）

対応する事象 現行の商品区分
現行の需給調整市場における
必要量の考え方（算定式）

同時市場における
必要量の考え方（算定式）

時間内変動
（極短周期成分）

一次（GF）
「残余需要元データ ー 元データ10分周期成分」

の3σ相当値（一次）
同左

時間内変動
（短周期成分）

二次①（LFC）
「元データ10分周期成分 ー 元データ30分周期成分」

の3σ相当値（二次①）
同左

需要予測誤差

二次②
(GC以降のEDC)

＋
三次①

(GC以降のEDC)
＋

三次②
(前日～GCの再エネ)

「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間の差」
の3σ相当値（二次②）

＋
「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間で連続する量の差」

の3σ相当値（三次①）
＋

「前日予測値ー実績値」の3σ相当値ー「GC後予測値ー実績値」
の３σ相当値（三次②）

「GC以降の残余需要予測誤差30分平均値」
の3σ相当値

＋

「前日～GCの残余需要誤差30分平均値」
の3σ相当値再エネ予測誤差

電源脱落
（瞬時）

一次
＋

二次①

単機最大ユニット容量の系統容量按分値（一次）
＋

単機最大ユニット容量の系統容量按分値（二次①）

同左
（一部要否検討中）

電源脱落
（継続）

三次① 単機最大ユニット容量の系統容量按分値（三次①） ー（不要）

（１）

（２）

赤字…現行の需給調整市場からの変更点
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1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



22今回の必要量試算の位置付けについて

◼ 本章で同時市場における必要量試算を実施するにあたり、まず今回の試算の位置付けについて整理を行う。

◼ 今回の試算は、現在（2024年）の需給調整市場における必要量（下表①）をベースとし、一定の前提のもと、
現時点で同時市場への移行を実現したと仮定した場合の必要量（下表②）の試算となる。

◼ つまり、今回の試算は、あくまでも同時市場における必要量の規模感（ならびに低減効果）の把握や、今後の商品
区分見直しの検討に役立てることを目的とした試算という位置付けになる。

◼ なお、同時市場の導入に係る便益の試算等を実施するためには、将来的な再エネ導入の影響等を踏まえたうえでの
必要量（下表④）の試算が必要であり、別途検討を行う必要があると考えられる。

◼ 以上を踏まえ、次頁以降で一部エリア（東京・中部・関西エリア）を抜粋し、同時市場における必要量（下表②）
の試算を実施する。

需給調整市場における必要量 同時市場における必要量

2024年度（現在）
①

（既知）
②

↓再エネ導入増

2030年度～（将来） ③ ④

①②の関係性を鑑み試算か

再エネ導入増の影響を踏まえ試算か
今回試算

＜今回の必要量試算の位置付けについて（イメージ）＞



23（参考）日本における調整力確保量

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html


24同時市場における必要量の試算：（１）GC以降の残余需要予測誤差

◼ 同時市場におけるGC以降の残余需要予測誤差に対応するための必要量について、試算を行った。

◼ 試算の結果、GC以降の残余需要予測誤差に対応する必要量は3,400MW程度（年間平均値）となり、現行の
需給調整市場における二次②・三次①必要量と比較して必要量は低減すると考えられる。

◼ これは、需給バランスの基準がBG計画からTSO計画から変更になったことによる残余需要予測精度の向上に加え、
商品集約により、実質的に現行の複合商品に近しい形になったためと考えられるか。

残余需要
予測

(BG基準)

実残余
需要残余需要

予測
(TSO基準)

<GC> <実需給>

残余需要
予測誤差
(TSO基準)

残余需要
予測誤差
(BG基準)

＜試算のイメージ＞

試算前提
• 東京・中部・関西3エリアの合計値を算出
• ブロック単位（3時間）で算出
• 残余需要予測誤差量の3σ相当値（GC～実需給）は、2022年度データを
もとに算出

• 二次②、三次①必要量は2021年度データをもとに算出

項目

残余需要予測誤差量の3σ相当値
（GC～実需給）

（参考）
調整力必要量

TSO基準 （参考）BG基準 二次② 三次①

年間最大値 8,600 10,400 4,900 8,700

年間最小値 1,100 1,800 1,100 2,300

年間平均値 3,400 4,500 2,300 4,800

＜試算結果＞ [MW]
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前日～GC
残余需要
予測誤差

同時市場における必要量の試算：（２）GC以前の残余需要予測誤差

◼ 同時市場においては、前日～GCの残余需要予測誤差に対し、事前に確保した予備力を活用しつつSCUCを実施
して対応していくことになる（現行の三次②のように再エネ予測誤差単体としては取り扱わない）と考えられる。

◼ ここで、予備力必要量の最大値は、「前日～GCの残余需要予測誤差量の全量」と「予備力（EDC）」の合計値
（前述の案１（SCUC追加分は存在しない場合）の必要量）と考えられ、「予備力（EDC）」は前頁のとおりで
あることから、ここでは「前日～GCの残余需要予測誤差量の全量」について試算を行った。

◼ 試算の結果、 「前日～GCの残余需要予測誤差量の全量」 は4,500MW程度（年間平均値）となり、SCUC
追加分は存在しないと仮定した場合、現行の三次②必要量と比較して必要量が増加すると考えられる。

◼ これは、再エネ予測誤差単体と比較して、需要予測誤差も含めた残余需要予測誤差として取り扱っており、誤差量
としては大きくなるためと考えられるか。

＜試算のイメージ＞ ＜試算結果＞

項目
残余需要予測誤差量の3σ
相当値（前日～GC）

（参考）
三次②必要量

年間最大値 13,500 5,600

年間最小値 600 0

年間平均値 4,500 1,900

試算前提
• 東京・中部・関西3エリアの合計値を算出
• ブロック単位（3時間）で算出
• 残余需要予測誤差量の3σ相当値（前日～GC）は、2022年度データを
もとに算出

• 三次②必要量は2023年度向け必要量テーブルをもとに算出（3σ相当値と
比較すべく、出力帯60～70%における値を使用）

[MW]

残余
需要
予測

供給力

＜前日＞

残余
需要
予測

供給力

＜GC＞

調整力
（EDC）

都度SCUC

調整力
(GF、LFC)

調整力
(GF、LFC)

予備力
（EDC）

予備力
（SCUC）

前頁で試算



26同時市場における必要量の試算結果（まとめ）

◼ 前述までの試算結果をまとめると下表のとおり、現時点で同時市場に移行した場合の必要量（規模感）としては、
現行の必要量の50～80%程度と考えられ、同時市場における予備力必要量（SCUC追加分）の考え方によって
大きく左右されると考えられるところ。

◼ 引き続き、これらの考え方の整理を進めつつ、便益評価に必要な将来の必要量試算等についても検討していきたい。

対応する事象
需給調整市場 同時市場

必要量算定式 必要量[MW] 必要量算定式 必要量[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

「残余需要元データ ー 元データ10分周期成分」
の3σ相当値（一次）

600（一次） 現行と同様 600（同左）

時間内変動
（短周期成分）

「元データ10分周期成分 ー 元データ30分周期成分」
の3σ相当値（二次①）

400（二次①） 現行と同様 400（同左）

需要予測誤差※

「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間の差」
の3σ相当値（二次②）

＋
「残余需要予測誤差30分平均値のコマ間で連続する

量の差」の3σ相当値（三次①）
＋

「前日予測値ー実績値」の3σ相当値ー「GC後
予測値ー実績値」の３σ相当値（三次②）

合計：9,000
（内訳）

2,300（二次②）
+

4,800（三次①）
＋

1,900（三次②）

「GC以降の残余需要
予測誤差30分平均値」

の3σ相当値
＋

「前日～GCの
残余需要誤差30分

平均値」
の3σ相当値

合計：3,400～7,900
（内訳）
3,400
＋

0～4,500
（SCUC追加分見合い）

再エネ予測誤差

電源脱落
（瞬時）

単機最大ユニット容量の系統容量按分値（一次）
＋

単機最大ユニット容量の系統容量按分値（二次①）

2800
（内訳）

1,400（一次）
＋

1,400（二次①）

現行と同様 2,800（同左）

電源脱落（継続） 単機最大ユニット容量の系統容量按分値（三次①） 1,400 ー（不要） 0

必要量合計 ー 14,200 ー 7,200～11,700

赤字…現行の需給調整市場からの変更点

※ 今後、効率的な調達（「3σ」→「1σ+追加調達」）が開始予定であり、本試算結果はあくまで市場構造上の必要量（規模感）の差異であることに留意が必要。
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1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



28ΔkW確保エリアの考え方整理について

◼ 調整力の必要量は、不等時性といった要素が関係することから、ΔkW確保エリアの考え方も影響を及ぼす。

◼ この点、第55回本作業会でご議論いただいたとおり、発動制限ΔkW（系統混雑）の取扱いとも関連する事項で
あることから、まずもって現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方を整理した上で、同時市場における
ΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）について検討を行うこととした。

【確保エリアの分割と必要量イメージ】

エリアA エリアB エリアC

必要量

エリアA エリアB エリアC

エリアA エリアB エリアC

エリアA・Bの区分を無くせば

エリアA・B・Cの区分を無くせば

100100100

Aエリア Bエリア Cエリア

300

合計

100
150

A・Bエリア Cエリア

250

合計

不等時性の考慮(▲50)

200

A・B・Cエリア（合計）

必要量

必要量

青枠：ΔkW確保エリア

不等時性の考慮(▲50)
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1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



30米PJMにおけるΔkW確保エリアの細分化の考え方

◼ 第55回本作業会でお示ししたとおり、米PJMにおいてはエリア間送電線の混雑が発生しないよう、sub-zone ※と
呼ばれるΔkW確保エリア細分化の概念が存在しており、基本的にはエリアを跨いだ広域調達は行われていない。

◼ sub-zoneの設定にあたっては実際に系統制約が発生しているかの観点や、SFT（≒電源持ち替え）による解消が
不可能（過負荷解消に負荷遮断が必要）なレベルとなっているかといった観点から判断を行っている。

◼ 言い換えれば、こういった許容（対応）できない系統制約の発生有無などを基準に、ΔkW確保エリアの細分化を
行っていることになる（ΔkW確保エリア内の混雑は一定程度割り切った考え方で対応）。

※GF・LFC発動による運用容量超過は混雑とみなさないため、sub-zoneの設定は行われていない。

【米国におけるΔkW確保エリア細分化イメージ】

：許容できない
系統制約あり

：エリア区分

広域調達無し 広域調達無し
× ×



31（参考） 米PJMにおけるsub-zone設定について

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


32（参考） 米PJMにおける前日市場（SCUC）決定プロセスについて

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


33（参考） 現地ヒアリング結果（ERCOT・CAISO）

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


34現行の需給調整市場におけるΔkW確保エリアの細分化の考え方（１／３）

◼ 現行の需給調整市場においてもΔkW確保エリアの細分化は行われているものの、調整力の広域運用以前の一般
送配電事業者の供給エリアが基準となっており、ΔkW必要量もエリア毎の過去実績等をもとに算出している。

◼ この際、他エリアの安価な調整力を有効活用する観点から、系統制約が発生していない（連系線利用枠がある）
場合は、エリアを跨いだ調整力の広域調達（ならびに広域運用）も行われている。

◼ また、三次②においては、系統制約のないエリア間の不等時性を考慮（１つのエリアと見做し必要量を算出）する
ことにより必要量を低減し、不足時は相互に調整力を融通※（他エリアへ送る）する共同調達が行われている。

◼ この２つの考え方は需給調整市場における確保エリア細分化の考え方（各供給エリア単位）を前提とした場合は、
安価な調整力を活用し、且つ調整力必要量の低減を図るとの観点からは、整合的と考えられる。

【現行の日本におけるΔkW確保エリア細分化イメージ】

：系統制約等あり
（連系線利用枠なし）

：エリア区分

広域調達有り
（安価な電源の活用）

エリア
必要量

エリア
必要量

エリア
必要量

エリア
必要量

エリア
必要量

共同調達必要量
(必要量の低減）

：共同調達エリア

広域調達有り
（安価な電源の活用）

共同調達必要量
(必要量の低減）

※ エリア間の連系線に空容量があることが前提の取り組み

広域調達なし 広域調達なし

（制約と反対方向は有り得る） （制約と反対方向は有り得る）



35（参考） 広域調達と共同調達の違い

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html


36（参考） 共同調達による必要量低減イメージ

出所）第33回需給調整市場検討小委員会（2022年11月2日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_33_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_33_haifu.html


37現行の需給調整市場におけるΔkW確保エリアの細分化の考え方（２／３）

◼ 一方で、系統制約が発生している（空き容量がない）場合には、広域調達や共同調達を行っていないということは、
言い換えると、地内混雑が発生した場合、エリア内においてΔkW確保単位を細分化することと同義になる。

◼ この点、現行の混雑発生状況としてはフェーズ0（地域間連系線のみで混雑）であるものの、今後（同時市場の
時期）においてはフェーズ2（不特定多数の箇所で地内混雑）へ移行することも想定され、現行の考え方を踏襲
し続けると、不特定多数の混雑発生に合わせ際限なくΔkW確保エリアを細分化する必要が出てくる（将来課題）。

赤線：混雑発生箇所

（地域間連系線のみで混雑） （特定の少数の箇所で地内混雑） （不特定多数の箇所で地内混雑）

フェーズ0 フェーズ1 フェーズ2

Aエリア

Bエリア

Aエリア

Bエリア

Aエリア

Bエリア

青枠：ΔkW確保エリア



38（参考） 今後の地内系統での混雑

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


39（参考） 同時市場における系統混雑に関する課題認識

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


40現行の需給調整市場におけるΔkW確保エリアの細分化の考え方（３／３）

◼ また、他エリアから調整力を調達する広域調達と他エリアへ調整力を送る共同調達は、どちらも調整力の広域調達を
行う取り組みではあるものの、この2つが併存することによる一定の非効率性も存在している。

◼ 具体的には、下図のBエリアでは、Aエリアから広域調達した調整力を、発動断面においてAエリアに送り返すといった
非効率な事象が発生する場合がある。

◼ これらの非効率性や前述の将来課題（際限なく細分化）は、エリアの分割方法（細分化単位）を変更することで
解消するとも考えられるため、同時市場においては、これらを踏まえた上で検討を行う必要がある。

Aエリア Bエリア

G

BエリアがAエリアから広域調達
（マージンを確保）

調整力不足発生

Bエリアが確保した共同調達分を
Aエリアへ融通（マージン無し）

Bエリア余力有り非効率性

G

調整力不足発生

Bエリア余力有り非効率解消

エリアA・Bの区分を無くせば

AエリアとBエリアが別エリア扱い
のため非効率が発生

同一エリア内の運用となる
ことから非効率は解消

【非効率性イメージ】

A・Bエリア
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1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



42同時市場におけるΔkW確保エリアの細分化の方向性（１／２）

九州

北陸

四国
一次・二次①：広域運用不可
二次②～三次②：広域運用可

一次・二次①：広域運用不可
二次②～三次②：広域運用可

交流連系があるため
制約なし

交流連系があるため
制約なし（更に2026年度
からは交流ループ化予定）

【直流設備による広域運用の可否】

北海道

中国 関西 中部 東京 東北

◼ 前述のとおり、安価な調整力の活用（広域調達）や、不等時性を考慮した必要量の低減（共同調達）といった
メリットを継承しつつ、地内混雑発生時の課題（際限なく細分化）や現行手法の非効率性といったデメリット解消の
ためには、確保エリアの細分化方法を見直すことが望ましい。

◼ この点、前述の米PJMの考え方、ならびに同時市場（次期中給システムと連携）において調整力の広域運用可能
なプラットフォームが整っている※ことを踏まえると、許容（対応）できない系統制約が存在しない限りにおいて、広域
運用単位で一括して調達することが自然と考えられるのではないか。

※ 現行においても広域需給調整システム（KJC）により二次②～三次②の広域運用は可能であり、
また2026年度運開予定の広域LFCにより二次①の広域運用は可能となる。



43同時市場におけるΔkW確保エリアの細分化の方向性（２／２）

【同時市場におけるΔkW確保エリア細分化の基本的な考え方】

：時間内変動・電源脱落（瞬時）分（現行の一次・二次①相当） ：予測誤差分（現行の二次②～三次②相当）

九州

北陸

四国

北海道

中国 関西 中部 東京 東北

◼ 前述の考え方への見直しによって、広域運用単位における不等時性を考慮した必要量算定が可能になることから、
現行に比べ（全商品に対し）、調整力必要量が低減できるメリットが享受できるとも考えられる。

◼ そのため、まずは広域運用単位でΔkW確保エリアの細分化を行うことを基本とし、許容（対応）できない系統制約
とはどのようなものか、またΔkW確保エリア内の混雑をどのような考え方で対応するか（割り切るか）といった方向性
で検討を進めることとしてはどうか。

◼ この場合、具体的には、直流設備を跨いだ広域運用が不可能な時間内変動分は同期連系系統単位、可能な
予測誤差分は全国単位※が、ΔkW確保エリア細分化の基本的な考え方となる。

時間内変動・電源脱落（瞬時）分：広域運用不可
予測誤差分：広域運用可

時間内変動分：広域運用不可
（電源脱落（瞬時）は緊急時AFC機能で対応）
予測誤差分：広域運用可

許容（対応）できない系統制約とはどのような
ものか等の議論を踏まえ、更なる細分化を検討
（確保エリア内混雑の対応も合わせて検討）

※ 電源脱落（瞬時）分については、北本連系設備の緊急時AFC等の
考慮によって、50Hz系での一括確保が可能（平常時と異なる整理）



44（参考） 各直流設備を用いた広域運用可否について （一次、二次①）

◼ 北海道本州間連系設備および東京中部間連系設備に制約があり一次～二次①の広域運用ができない。

出所）第9回需給調整市場検討小委員会（2019年3月5日）資料6をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_09_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_09_haifu.html


45（参考） 各直流設備を用いた広域運用可否について （二次②、三次①、三次②）

◼ 東京中部間連系設備については、二次②～三次②の広域運用は可能ではあるものの、一部設備に制約がある。

出所）第9回需給調整市場検討小委員会（2019年3月5日）資料6をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_09_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_09_haifu.html


46（参考） 各直流設備を用いた広域運用可否について （電源脱落（瞬時））

◼ 北海道本州間連系設備は、緊急時AFC等の考慮により、電源脱落（瞬時）分への対応が可能となっている。

出所）第7回調整力等に関する委員会（2016年1月22日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_07_haifu.html

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_07_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html
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1. 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

✓ 調整力・予備力必要量の考え方

✓ 必要量の試算

2. 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

✓ 現行の米国と日本におけるΔkW確保エリアの考え方

✓ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方（細分化の方向性）

3. まとめ

目次



48まとめ

◼ 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方について

➢ 同時市場における必要量の考え方（算定式）は、現時点の検討においては以下のとおりと考えられる。

➢ また、現時点で同時市場に移行した場合の必要量（規模感）を試算したところ、同時市場における必要量
（規模感）は、現行の需給調整市場における必要量の50～80%程度になると考えられ、同時市場における
予備力必要量（SCUC追加分）の考え方によって大きく左右されると考えられるところ。

➢ 上記整理を踏まえ、予備力必要量の考え方や商品区分の見直し、また便益評価に必要な将来の必要量試算
等について、引き続き検討を進める。

◼ 同時市場におけるΔkW確保エリアの考え方について

➢ 直流設備を跨いだ広域運用が不可能な時間内変動分は同期連系系統単位、可能な予測誤差分は全国
単位を基本とする（電源脱落（瞬時）分は、北本緊急時AFC等の考慮により、 50Hz系で一括確保）。

➢ 今後、許容（対応）できない系統制約とはどのようなものか、またΔkW確保エリア内の混雑をどのような考え方
で対応するか（割り切るか）といった方向性で検討を進める。

対応する事象 同時市場における必要量の考え方（算定式）

時間内変動（極短周期成分） 現行の需給調整市場の考え方（一次）と同様

時間内変動（短周期成分） 現行の需給調整市場の考え方（二次①）と同様

需要予測誤差 「GC以降の残余需要予測誤差30分平均値」の3σ相当値（商品が集約された前提）
＋

「前日～GCの残余需要誤差30分平均値」の3σ相当値 （SCUC追加分が存在しない前提）再エネ予測誤差

電源脱落（瞬時） 現行の需給調整市場の考え方（一次、二次①）と同様（一部要否検討中）

電源脱落（継続） ー（不要）


